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は じめ に

　本授業で作聞
『
る間題 は ， 理穂 受業で学習した

内容 を発揮で きるような状況場面を設定 し，それ

を解決して い くための 方法を答えるもの と した。

こ の ような問題を筆者らは場面解決型問題 と名づ

け実躑肝究を進め て い る。理科授業にお い て 作間

を取 り入れて い た り，作問の学習効果を報告して

い た りする資料は少ない の が現状で ある。

　理科授業にお い て ， 場而解決型問題 を作問 し，

学習者相互によっ て 閊題を解 くとい う授業を導入

した こ とで ，学習効果の感 じ方が高か っ た とい う

結果 （平 田， 松本 2009）や ， 作閙指導を通 した理

科学習を行っ たクラス の ほ うが，問題 の 正答率が

高か っ た とい う結果を得た （平「［，松本 2010a）。

また，閲題作成推敲場面における思考過程に焦点

を当て て検証 した結果，作間過程におい て，知識

の 活用が見 られ ， 学習者 の 思考の 過程が明 らかに

な っ た （平田，松本 2010b）。

　こ れ らの こ とか ら，作問指導を通 した学習に つ

い て は
一

定の効果があるとい える。

　作問で は，学習者 自身が知っ て い る知識 を活用

した り， 問題 の 条件を考えて みた りと， 学習者 自

身 の 学習意欲や方法 に依存する部分が多い と考え

られ る。そ こ で，学習者の 学習方略と作問時に お

ける学習効果の感 じ方との 関係を明 らかに し， 学

習者の 方略使用 と作間授業との 関連を考察し，理

科授業における作問指導が，よりよい学習となる

ように考察を進め て い くこ とにするn

方法
・
羅裂 ・双甥

　大阪教育大学附属池 田中学校2年生 1ク ラ ス （41

名）を対象に，2011年 2A に実施 した．
・授甎

　以下に示す 3時間構成で行 っ た。

1 時間 H　場 面解決型問題 の 説明 と作成

2 時間 H　問題作成 の 続きと推敲 ， 及び採、薩 準

と模範解答の 作成，

3 時間 凵　 場面解決型問題を生徒相互 で解き，出

題者は評価基準に従 っ て採点m

　作間内容は，学習 Ilrの 単元，授業内容 と関係の

なく作問を行っ て よい こ とと した。
・ア ン fr− 　／・

　学習効果 の 感 じ方の ア ン ケ
ー

トは平田，松本

2009の 内容を使用 した。学習方略ア ン ケー トに は，

学習劃機 付け方略尺度 （Pintrich＆ De　Groog　1990）

（［MSLQ ］ ： Motivated　Stratagies　 fbr　 Leaming

Questionnaire）を もとに した，自己制御学習方略

に関する日本語の ア ンケートを使用 した （北澤 ら

カミ侮 月（2008））D

結果

表 学習 効果の 感じ方の上 位下位 別に見たアンケ
ー

ト結 果

上 位 群〔n＝23｝　　　　 下位 群（n＝t9）　　　 有意 差

平均 　 　標 準偏差 　 　平 均　　 標準 偏差

認知 方略　 　　　6187 　　 977 　　 5122 　　 1202 　 　　 ＊＊

自己 制御方略 　　3904 　　 777 　　 3394 　　 736 　　　 ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊p＜05．＊＊p〈 01

　学習効果があ っ た との感 じ方が上位だ っ た生徒

と下位だ っ た生徒で 比較 した結果，認知方略 （13

項 目），自己制御学習方略 （9項 目）にっ い て ， 方

略 ごとに有意な差が認め られた。
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